
①平時の公園利用に関すること

いただいたご意見を「みどり」、「憩い・賑わい」、「遊び」の3つの視点でまとめました。

・緑の散策路・フラワーパーク、花壇・記念樹を植えられる場所・音や視線を遮る樹木

・ツリーハウス・みどりを見ながら仕事できる空間 ・ビオトープ

・維持管理の容易な雑草の広場 ・芝生の管理（子どもが遊ぶとすぐにはげる）

上用賀公園拡張事業

ワークショップ速報

当日は、第一部19名、第二部18名の方にご参加いただき、各回2グループに分かれて意見交換を⾏い

ました。ご多忙の中、ご参加いただきありがとうございました。

令 和 4 年 1 1 月

発行：世田谷区スポーツ推進部

みどり33推進担当部

第４回ワークショップを開催しました！！

第４号

②その他のご意見

・体育館の屋上緑化 ・体育館の完全地下化・体育館地下を防災シェルターとして活用

・ソーラー照明やソーラー電源・体育館は四角に限定せず丸状の形状にする・体育館をなるべく低くする

・水源を活かした井戸 ・自転車の練習場（多目的広場）・老人ホーム・ヘリポートは関東中央病院に整備

・園路舗装はバリアフリーに配慮し極力平坦・世田谷通りに横断施設

・既存開園地との間は通過交通対策を⾏う・収益の持続性を高める・防災広場にかまどベンチ

・駐車場はできる限り少なく ・屋外施設の音や光への対策 ・公園内の飲食ルール（特に飲酒）

・体育館による日影の影響 ・周辺道路の交通安全対策 ・体育館ありきの計画としない

・ペットのルール作り・傾斜地のため水がたまらない対策

第4回ワークショップでいただいたご意見を紹介します。※抜粋

【テーマ：平時の利活用～休憩・憩い機能～】
日時：令和4年10月22日（土）第一部：13：00～15：30 ／ 場 所：桜丘区民センター

第二部：17：00～19：30 ／ 場所：用賀中学校

ワークショップの様子

はじめに、これまでのワーク
ショップの振り返りやゾーニン
グ案、検討のポイントについて
説明をしました。

各グループで平時の利用（各ゾーンの機能）
について考え、3次元モデルを活用し参加者
でイメージを共有する作業を行いました。

最後に、各グループで話した
内容を発表していただき、内
容の共有を行いました。

凡例
・欲しい機能・要望
・懸念すること

みどり

憩い
賑わい

遊び

・インクルーシブ遊具・プレーパーク・ボール遊びのできるエリア・クライミングウォール

・赤ちゃんが遊べるスペース・親水空間やじゃぶじゃぶ池

・遊んでいる子どもを見守れる日陰のスペース・ふわふわドーム

・子どもの遊び場はゴムチップ舗装など安全な舗装にする・年齢別に遊べる空間

・屋根のついた遊具スペース・子どもが遊ぶ音 ・水場は安全性に配慮してほしい

・ウォーキングコース・キャンプ体験場・ベンチなどの休憩所が多いといい

・健康づくりができる公園・ヨガ教室などのイベント利用・バス利用客の待機場

・犬が入れるエリア・ピクニック・ゴザの貸し出し・テイクアウトのできるカフェ
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第4回ワークショップでは上用賀公園拡張区域における平時の利活用について参加者の皆様と
一緒に考えました。ここでは、作成した3次元モデルを一部紹介します。
※3次元モデルはWSでいただいたご意見を再現したイメージです。
今後いただいたご意見を踏まえ、公園内の機能や設えを検討していきます。

●スポーツ施設に関すること

世田谷区スポーツ推進部スポーツ施設課（〒154-8504 世田谷区世田谷4-21-27）

担当：中村、稲嶺、小倉 電話：03-5432-2744 FAX：03-5432-3080

●公園施設に関すること

世田谷区みどり３３推進担当部みどり政策課（〒158-0094 世田谷区玉川1-20-1）

担当：土屋、黒沼、永翁 電話：03-6432-7903 FAX：03-6432-7989
ながおさ

お問い合わせ

平時の利活用について考えてみよう

これから基本計画策定に向け、ワークショップ、アンケート、オープンパークを通して、
これまで地域の皆様にいただいたご意見を参考に導入機能や施設配置等についての課題の検
証、検討を進めていきます。

バス待ちの
スペースが
欲しい！

みどりの散策
路が欲しい！

芝生より維持管理
がしやすい雑草で
もいいのでは？ 年代別の

遊び場

マルシェの
できる空間
が欲しい！

子どもたちの
水遊び場が
欲しい！

スポーツ
カフェが
欲しい

健康づくりが
できる公園


